
森 林 整 備 保 全 事 業 計 画 ( H16 ～ H20 ) の ポ イ ン ト

●『安心』･･･国民が安心して暮らせる社会の実現

　　主な成果指標　「水を育み、国土を守る」手入れの行き届いた
             森林を増加させる。

●『共生』･･･森林と人とが共生する社会の実現

　　主な成果指標　広葉樹林や樹齢の高い森林などを増加させ、森
             林の多様性を向上させる。

●『循環』･･･循環を基調とする社会の実現

　　主な成果指標　環境にやさしい素材である木材を安定的に供給
　　　　　　 することが可能な森林の資源量を増加させる。

●『活力』･･･活力ある地域社会形成への寄与

　　主な成果指標　森林資源を活かした地域づくりに取り組んでい
　　　　　　　る流域を増加させる。

○ 「改革と展望」等で示された方向性を踏まえた上で、従来の「森林整備事業計画」と「治山事業計画」とを統合・一本化。
○ 計画策定の重点を「事業量（総事業費）」から「目指す成果」に転換し、「安心」「共生」「循環」「活力」の４つの視点から目標を設定。
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